
お父さん・お母さんのための育仕両立支援プログラム

思 考 力

表 現 力

プレゼン
力

コミュ力

リーダー
力

文 章 力

判 断 力

傾 聴 力

「和菓子とお茶deイクシモ雛祭り」

遊びに来ませんか？

開催日時（2/23・月祝）
① 10:00〜10:50　②
11:00〜11:50
③ 13:00〜13:50　④ 14:00〜14:50
定員：各回 親子5組（事前予約制）

　特集「まごわやさしい」の美味しい⽇

替り弁当を食べながら、⼤⻄礼⼆さんに

旬の野菜や食の⼤切さについてお話を聞

く「イクシモお弁当セミナー」です。

3月5⽇（⽊）12:00〜14:00
お弁当は13時から。6名様限定。
※「お肉」「お⿂」を要選択！
https://form.run/@ikushimo-hinamatsuri　

 2月23日 　　  10 : 00〜15 : 00（月・祝）

参加
無料

イクシモルームでは「育仕両立」をテーマにユニーク

なプログラムを提供中。イクシモは旭化成ホームズ

お母さん大学が実験中の協働事業です。

×

ミッションガチャを

クリアして育仕力UP!

イクシモルームでは「育仕両立」をテーマにユニークなプログラムを提供中。
イクシモは旭化成ホームズ×お母さん⼤学が実験中の協働事業です。

会員登録後、楽しみながら育仕力を育む「ミッションガチャプログラム」を

受講いただけます。「1DAY イクシモ」受講者には、イクシモマークとプロ
フィール動画をご提供。復帰後の即戦力としてご活⽤いただけます。いずれ

も要事前予約。受講日を選んでご参加ください。

ココロの充足
育休中の不安に寄り添い育児を

心から楽しむためのプログラム

共感できる仲間、両立を支える

つながりを⼤切にしています

安心のコミュニティ
両立に必要なスキルを身につ

け、笑顔で復職を⽬指します

仕事に活きるスキル
実証実験中、すべてのプログラム

が無料で受けられます

受講料フリー

　イクシモギャラリーでは、ただいま『ふらここ雛人形』を展⽰中（〜3/2）です。
あどけない表情のお雛様たちが、訪れる親子をやさしくお迎えします。お子さんとの

記念撮影にも、ぜひお気軽にお立ち寄りください。

　2月23日（月祝）には、「和菓子とお茶deイクシモ雛祭り」を開催します。世田谷・
宮坂にある「まほろ堂 蒼月」さんの上生菓子を味わいながら、ひと足早い春の訪れを
楽しみませんか？  イクシモスタッフが心を込めてお抹茶をお点てし、皆様と和やかな
ひとときを過ごせれば幸いです。女の子はもちろん男の子のご家族様も大歓迎！  皆様
のお越しをお待ちしています。

お申込み（2/21締切）
https://form.run/@ikushimo-hinamatsuri

　初めての育児。息子はずっしりと体格がよく

毎⽇の抱っこは⼀苦労です。でも、今ではつか

まり立ちも上⼿になり、⼀歩⼀歩成長していく

姿が愛おしくてたまりません。

　夏頃は、息子の体調が優れない時期があり、

ずっと⼀人で向き合っていました。体⼒的に

も、そして気持ちの⾯でも、正直かなり消耗し

た⽇々。だからこそ、不安を相談できたり、た

だ話を聞いてもらえたりする存在の⼤切さを、

改めて痛感しています。

　遠方の実家も、いざという時に頼れる心強い

味方。親になって初めて、私を育ててくれた親

の気持ちも少しわかるようになりました。

　そんな私が「イクシモ」を知ったのは、大好

きな着物の会がきっかけです。産後はなかなか

着る機会がありませんでしたが、久しぶりに袖

を通すと、沈んでいた気持ちまでパッと明るく

なりました。

　現在は育休からの復帰に向け、保活の真っ最

中。毎日を楽しみながら、子育てと共に、⾃分

⾃身のキャリアについても⼀歩ずつ考えていき

たいと思っています。
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イクシモルーム

（ヘーベルハウス展示場１F）
オークラランド住宅公園

運
営

旭化成ホームズ株式会社

（住宅事業東京本部マーケティング室）

お母さん大学

 ikushimo@30ans.com

 0120-332-780
｜所在｜〒156-0053 東京都世田谷区桜3-24-8

（株式会社お母さん業界新聞社）
｜受付｜月・⽊ 10:00〜16:00

イクシモ公式

　イクシモルームがあるオークラランド

住宅公園インフォメーションセンターの

建て替え⼯事が始まり

ました。お手洗いは

トレーラーハウスに。

仮設とは思えない立

派なトイレ！皆様も

ご利⽤ください。（岡村真有子・植地宏美）

編 集 後 記

１９９ Book

子どもの心が見えてくる

ーエリクソンに学ぶー

佐々木 正美 著
ＫＴＣ中央出版

1430円

　子どもの⾏動の裏にある「心の動き」を

やさしく解き明かしてくれる。「人間は深

い人間関係のなかで安らぐというのがよ

い」著者の言葉だが、子育てに迷ったと

き、親の心もふっと軽くしてくれる⼀冊。

Information

世田谷 PICK UP

　世⽥谷世⽥谷通りにひときわ⽬立つ欧

⾵の赤い洋菓子店。こだわりは、季節を

感じる品揃え。旬の果物たっぷりのフル

ーツケーキが⼤人気。砧、経堂、梅丘に

姉妹店。駐⾞場ありもうれしい。

フランス菓子 ヴォアラ洋菓子店 

●世田谷区桜丘3-27-4  
●営業時間9:30〜19:30
●不定休

お弁当セミナー　参加者募集



プロフィール●1965年⾹川県出⾝、東京都在住。世⽥⾕区松蔭神社前
にある弁当屋「温故知然�まごわやさしい」「活菜厨房�然�⼤⼿町店」な
ど外⾷事業を展開。産後の⺟たちへの⾷事の提供や⾷育セミナーで“正
⾷”について啓蒙活動を⾏なう。⾃社農園で無肥料⾃然栽培野菜を育
て、⾃然酒「陽薫（ひのかおり）」も⼿がける。1男1⼥の⽗。

こだわり農家さんの想いを
無添加弁当にしてお届け

全国の農家から届く自然栽培、有機、農薬不
使⽤の美味しい旬の野菜を使った、⼿作り＆
出来⽴てのお弁当を⾃転⾞で配達している。
【まごわやさしい】
東京都世⽥⾕区若林3-15-1 
TEL03-6804-0581
営業 11：30−14：00、�17：00−20：00
定休����⽇・祝 ※⼟曜⽇不定休

【特集】食が創る、⽇本の未来

――育仕両立を⽀える、「委ね、 整える」学び、 まごわやさしいの底力
2026.2  IKUSHIMO PRESS

「育児も仕事も、自分らしく」その理想を⽀える⼟台は、⽇々の「⾷」にあります。世⽥⾕を
拠点に、伝統的な健康指標「まごわやさしい」を冠した弁当事業を展開する⼤⻄礼⼆さん。⼀
流ビジネスマンから飲⾷店経営、そして病院⾷の改⾰まで、異⾊のキャリアを歩んできた彼
が、なぜ今「お⺟さんのための弁当」を届けているのか。その半⽣と、⾷を通じて描く⽇本の
未来について伺いました。               （取材：藤本裕⼦∕⽂：⻘柳真美）

子どもは大人以上に、添加物や不自然なものを察

知する鋭い感覚を持っています。このベロメータ

ーが最も形成されるのが、3歳までの時期です。

この間に本物の出汁や野菜の味を知ることで、一

生続く「身体に良いものを選び取る力」が養われ

ます。

　現代の強すぎる化学調味料にベロメーターを壊

されないよう、本物の味を食卓に届けることは、

親から子へ贈る最高の資産となるのです。

「黄金の4年間」を

社会全体で支える

　大西さんが最も警鐘を鳴らすのが、出産前１年

から出産後３年までの、計４年間の食生活です。

この時期の栄養が、子どもの脳や身体、情緒の土

台になるからです。

　しかし、この多忙な時期に完璧な自炊を続ける

のは容易ではありません。そこで大西さんが提案

するのが、プロの力を借りる「賢い選択」です。　

　最近では、企業のランチにお弁当を導入する取

り組みも広がっています。職場での食の質を高め

ることが、巡り巡ってお母さんの体調を整え、家

庭の食卓にも良い影響を及ぼします。大西さんは

自ら自転車でお弁当を届けることで、孤独になり

がちなお母さんや働く人々の伴走者であろうとし

ています。

弁当は「ゴール」ではなく

理想の食生活への「入口」

　大切なのは、毎日の食事をすべてお弁当に託す

ことではありません。お弁当を「質の高い食の基

準」として賢く活用し、それをきっかけに家族の

食習慣をアップデートしていくことです。

　忙しい日は信頼できるお弁当に頼り、その分、

わが家の「⾷卓バランス」＆
「⼼のゆとり」チェック

最近の⾷⽣活やライフスタイル
を振り返って当てはまるものに
チェック！

ま
ご
わ
や
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し
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（⾖・⾖腐・納⾖）
（ごま・ナッツ）
（わかめ・海藻）
（野菜・旬のもの）
（⿂・⼩⿂）
（しいたけ・きのこ）
（いも・根菜）

□ 

□�

□�

□�

□�

□�

□
●⽇替り弁当1200円ほか、お弁当1個から注⽂OK 
●無料宅配配達地域（若林/上⾺1・2・4・5丁⽬/
世⽥⾕/三軒茶屋2丁⽬/上町/弦巻/桜/駒沢2丁⽬/梅ヶ丘/豪徳寺）

⼤⻄礼⼆さん
株式会社⾃然回帰 
代表取締役社⻑

経済尊重主義から

「目に見えない価値」の世界へ

　大西さんのキャリアは、意外にも食の世界から

始まったわけではありません。かつては、一流の

経済人たちがしのぎを削るビジネスの最前線に身

を置いていました。効率と数字がすべてを支配す

る「経済尊重主義」の社会。そのど真ん中で生き

てきた大西さんでしたが、走り続ける中で一つの

確信に至ります。

　それは、「本当の豊かさとは、数字では計れない

目に見えないものの中にこそある」という真理で

した。

　ビジネスで培った鋭い発想力と、形のない価値

への敬意を携えて、大西さんは180度の転身を遂

げます。飛び込んだのは、伝統と感性の食と農の

世界。しかし、多店舗化を進める中「美味しいも

のは人を幸せにするが、人を健康にしているだろ

うか」という問いが膨らみます。

　転機は、聖路加助産院や北原国際病院での食事

改革でした。効率重視の給食に疑問を抱き、農家

直送の野菜で素材の力を引き出す改革を断行した

結果、患者の回復が劇的に早まる様子を目の当た

りにします。この経験が、現在の「予防医学とし

ての食」という信念を確立したのです。

３歳までに養う

子どもの「ベロメーター」

　大西さんの活動の指針は、日本古来の健康食の

合言葉「まごわやさしい」（豆、ごま、わかめ、野

菜、魚、しいたけ、いも）にあります。このバラ

ンスこそが、現代人の未病を防ぐ最強のインフラ

であると説きます。

　ここで重要なキーワードとなるのが、子どもの

「ベロメーター（舌の感度）」です。

家族と笑い合う時間を創る。そして、お弁当を通

じて知った「本物の味」や「バランス」を、今度

は自分の手で食卓に取り入れてみる。

　お弁当は、お母さんが自信を持って家族に「良

いもの」を提供するための、最強の教材であり伴

走者なのです。すべてを抱え込まず、プロの知恵

をうまく循環させること。それこそが、現代の母

に求められる新しい時代の「賢さ」です。

食卓から変える

100年後の日本

　大西さんの目は、さらに遠い未来を見据えてい

ます。「食が変われば、人が変わる。人が変われ

ば、社会が変わる」。今、私たちが「何を選ぶか」

という選択の積み重ねが、100年後の日本人の身

体をつくります。

　効率重視の現代社会において、お弁当をきっか

けに本物の「まごわやさしい」食生活を取り戻す

こと。それは、子どもたちに「健やかに生きる力」

という、目に見えない資産を残すことに他なりま

せん。

　「忙しいお母さんたちが自信を持ってプロを頼

り、そこで得た知識とゆとりを家庭の食卓へと還

元していく。そんなあたたかな循環を創りたい」。

大西礼二さんの挑戦は、お母さんたちの救いとな

り、やがてこの国を支える確かな力となっていく

はずです。　

②⼦どもの「ベロメーター」の状態は？
 □加⼯⾷品やレトルトの味が続いている。
 □本物の「出汁」の味を、最近⼦どもに体験させていない。
 □野菜の苦味や⾹りを、⼦どもが極端に嫌がるようになった。
③お⺟さんの「⼼のインフラ」の状態は？
 □料理を作ることに追われ、⼦どもとゆっくり話す時間がない。
 □「⼿作りしなきゃ」というプレッシャーで、⾷卓がピリピリしている。
 □仕事と育児の合間に、⾃分の健康管理が後回しになっている。

①「まごわやさしい」⾷品、今⽇いくつ
⾷べましたか？
1〜3個の⽅：�忙しさで栄養が偏りがち。
プロの「まごわやさしい」で底上げを！
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